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「まごの手」活動再開！

▲福岡県庁での授賞式

▲草がのびてしまったお庭も…

▲見違えるように、きれいになりました！

　令和４年３月２８日に、福岡県庁で壱岐東校区社協
（ふれあいネットワーク活動）が表彰されました。
　壱岐東校区は、大半が市営・県営住宅で占められ
ており、高齢化率も４０％を超えている地域です。最
近は、ひとり暮らしや夫婦だけで暮らす高齢者が増
加し、ちょっとしたことで日常生活が困難になるよう
な事例も見受けられます。そうした中、壱岐東校区
社協では高齢者等の見守り活動（人と人とのつなが
りづくり）を２０年以上継続し、近年では全町内会の
見守り対象者マップを作成したり、コロナ禍の中での
「はなれても つながる」活動（手紙のやり取り、複数
箇所でのラジオ体操）を開始したりするなどの、新た
な取組みが評価され、今回の受賞となりました。

壱岐東校区　　「福岡県ひとり暮らし高齢者等
         　　　見守り活動知事表彰」を受賞！

　新型コロナウイルスの感染拡大により、活動を休止して
いた日常生活支援ボランティアグループ「まごの手」が、令
和３年11月から活動を再開しました。
　令和元年に発足したグループで、校区社協活動の一環で
あるふれあいネットワーク活動等で把握された日常生活上
の困りごとへの対応が主な活動です。
　ひとり暮らしの高齢者や高齢者のみの世帯、障がい者が
いる世帯が対象で、スタッフは民生委員、軽費老人ホーム
「玄洋荘」及び障害者支援施設「工芸会ワークセンター」の
職員や入所者です。活動内容は、1時間程度でできる草取り
や庭木の剪定、家具の移動・修繕、窓ふきなどで、利用料は
1回100円となっています。
　「まごの手」の特徴は、普段はボランティアを受け入れる
側になりがちな施設入所者自らがボランティア活動を通じ
て社会参加を行っていることです。
　グループ代表の三苫高明さんは「現場では、依頼者より
も年上の方が活動する姿に驚きと感謝の声をいただき、ボ
ランティアもきれいになった庭を見て満足そうに微笑んで
いました」と話されました。
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賛助会員を募集しています！

～ 医療・介護等事業所ネットワークの協力で研修会を実施 ～

施設で働く外国人との地域交流　～ 草の根交流プロジェクト ～

この広報紙は共同募金配分金及び賛助会費を主な財源として作成しております。
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石丸校区

▲車いすの体験

▲車いすでの移動介助についての講話

体験することが大切！
　石丸校区民生委員・児童委員協議会では、令和4月3月18日に、
「民生委員・児童委員研修会～車いす体験～」を行いました。
　講師は、西第6圏域医療・介護事業所間ネットワーク「ろくさぽ」が務

め、会場も校区内にある白
十字病院に新しく建設され
た“白十字会地域交流サロ
ンいしまるしぇ”を借りて実
施しました。

　初めて車いすに乗ったり押したりする方も多く、体験終了後「車い
すに乗る側と介助する側を体験することで、それぞれの視点で対応を
考えることができる」、「声かけ(コミュニケーション)の大切さを実感
した」等の感想があり充実した研修となりました。

皆さまからいただいた賛助会費は、地域福祉活動の担い手となる区・校区社会福祉協議会の自主財源として、
福祉事業に活用させていただきます。
◆入会方法（会費の納入について）
　お住まいの校区の公民館（校区社会福祉協議会）又は西区社協事務所の窓口で受付をしています。
現金又は所定の振込用紙でお振込ください（振込手数料は不要です）。
※振込用紙の郵送も可能です。
◆年 会 費　　個人1口　500円　　 法人・団体 1口　10,000円

▲民族舞踊を披露

▲ミャンマーの紹介をする実習生

　令和3年12月20日に、社会福祉法人飯盛会で働くミャンマーからの
技能実習生が、金武校区のふれあいサロン「ぶどうの会」へ参加し、地
域の方と交流しました。
　自己紹介からはじまり、故郷の村や観光地に加え、仏教寺院などを
スライドで紹介した後、民族衣装に着替えて民族舞踊を披露しました。

　サロン参加者も一緒に
輪になって民族舞踊を踊
り、またレクリエーションで
はミニゲームを行い、皆で点数を競いあうなど楽しく交流しました。
　この交流をきっかけに、1月には無病息災を祈る“ほうけんぎょう”
にも参加し、日本ならではの行事を体験してもらいました。今後も、
母国を離れこの地域の施設で頑張っている実習生と、ふれあいサロ
ンや校区事業への参加を通して地域交流を深めていただきたいと思
います。

金武校区
金武 × ミャンマー

        私たちの地域を知ってもらおう!


